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1 はじめに

国際的なインターネットの普及により，母国語を用

いて多言語間コミュニケーションを行うことのできる

機械翻訳サービスの有効利用に期待が寄せられている．

近年では国際プロジェクトなどにおいて，機械翻訳を

用いた知識伝達の品質を確保するため，ボランティア

の人手による文章編集サービスの導入が行われており，

彼らによって出力文の品質が向上することが確認され

ている．しかしながら，彼らの単調な文章修復作業が

彼らの作業持続可能性を低減させてしまっているといっ

た問題点が存在する [1]．本研究では，ボランティアの

編集サービスの作業持続可能性を維持しつつ，高品質

な知識伝達を可能にするフロー構築を目標とするため，

YMC-VietProject[2]の翻訳フローを例にとり，実験・分

析を行う．

2 提案

本研究では，既存の YMC-vietProjectの知識伝達フ

ローの末端に，編集サービスが修復した文章をリアル

タイムに評価し，その品質値をフィードバックする機能

を追加する新しいフローを提案し実験することで，編

集者の作業満足度を向上させつつ高品質な知識伝達が

可能かどうかを検証する．本研究で用いる知識伝達フ

ローを図 1に示す．

図 1:知識伝達フロー
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2.1 編集サービス

本研究における編集サービスとは，図 1における出

力文の日本文に連携し，入力文が保持していた意味を

推測し，より品質の高い文章に書き換えるサービスで

ある．編集サービスとして連携する人は日本語を母国

語とする日本人大学生である．編集作業画面を図 2に

示した．画面右部において，評価者からのフィードバッ

クが評価値として確認することが可能なように，デザ

インした．

図 2:インタフェース

3 実験概要

図 3に，本研究の実験パタンを示した．

原文 図 1の英文を，英日機械翻訳サービスへ入力す

ることによって，得られた日本文．

実験 0 三上ら [3]が行った書き換え実験を，本研究の

比較対象とする．前述の英文を，英日機械翻訳サー

ビスへ入力することによって得られた日本文に対

し，編集サービスを配置することにより得られた

日本文．

実験 1 実験 0のフローに，出力文をリアルタイムで評

価し，その品質値を編集者にフィードバックして

表示するフロー．編集者は，文章の編集を完了し，

次の文章の編集作業に移行する際，送信した文章

の評価値を確認することができる．

実験 2 実験 1と同様のフローを用いる．編集作業を行

い，submitボタンを押した時点で評価者画面に現

段階の文章が表示され，編集者はフィードバック

を受けた上で，同じ文章の再編集を行うか編集完

了するかを選択することができる．
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図 3:実験フロー

3.1 品質評価

出力文を，リアルタイムで正確さ [4](5段階)を評価

し，次の編集作業に移る前にフィードバックする．評

価は大学生 3名で行い，一文あたり 30秒以内に付与す

るよう教示した．これにより得られた 3つの評価値の

平均値を算出し，編集者のインタフェースに表示する．

4 結果と考察

4.1 品質による比較

表 1:全実験の品質比較（単位 : pt）

原文 実験 0 実験 1 実験 2

正確さ 2.02 3.08 3.66 3.42

各実験フローから得られた日本語文の品質評価結果

を，表 1に示す．原文フローから出力される日本文の

品質は，2.02ptと非常に低い値になっている．これは，

機械翻訳サービスのみで連携されたサービスでは，品

質の高い文を出力することができないことを示してい

る．また，三上ら [3]の実験 0で得られた結果は 3.08pt

となり，編集サービスを原文フローに連携することに

より，出力文の品質が向上することがわかった．

次に，実験 1と実験 2の結果について考察する．それ

ぞれ，いずれも原文フローから出力される日本文と比

較して 1.64pt，1.40ptほど高くなった．フィードバック

機能をフローに追加することにより，既存の知識伝達

フローと比較して，出力文の平均品質が向上する可能

性を示した．さらに実験 1と実験 2の出力文を比較す

ると，実験 1の正確さが 0.24ptほど高くなった．また，

実験 2において，フィードバック機能利用回数と出力文

の品質には正の中程度の相関関係が見られた (r=0.503)．

この結果から，「一つの文章をあなたの納得のいくまで

編集してください」と教示し，編集者に何度も評価値

を確認させることで出力文の品質向上が期待される．

4.2 作業満足度

実験後，編集者にアンケートを実施し実験 1と 2に

おける作業に対する満足度を 5段階で付与してもらっ

た．まず，フィードバック機能があった方が良いと答え

た編集者は 14人中 13人であった．これにより，フィー

ドバック機能の有用性を示すことができた．表 2に実

験ごとの満足度の平均値を示した．何度も評価を確認

表 2:作業の満足度 (pt)

実験 1 実験 2

満足度 (pt) 3.71 3.14
フィードバック利用回数合計 140 214
一文あたりのフィードバック平均利用回数 (回) 1 1.53

できる実験 2と比較して，一度のみのフィードバックを

確認する実験 1の満足度の方が高くなった．また，実験

2においてフィードバック利用回数と作業満足度に正

の相関を確認できた (r=0.653)ことから，何度もフィー

ドバック機能を利用することを促す教示を行えば，実

験 2の満足度を向上できるものと考えられる．

5 おわりに

本研究は，国際的な知識伝達フローにおける編集サー

ビスの作業満足度を維持しつつ，高品質な出力を行え

るフロー構築を目指したものである．既存のフローに

リアルタイムで評価値をフィードバックする機能を追

加することにより，作業の満足度が高い状態のまま出

力文の品質を向上させることができた．今後の課題と

して，評価者コストを削減するために，フィードバッ

クを自動化することなどが考えられる．
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